
JP 2007-524650 A5 2008.4.10

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公表番号】特表2007-524650(P2007-524650A)
【公表日】平成19年8月30日(2007.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2007-033
【出願番号】特願2006-526473(P2006-526473)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/337    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/513    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/06    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  37/64    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/337   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/513   　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２３　
   Ｃ０７Ｋ  11/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/99    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＮＡに架橋を形成し抗腫瘍効果を示す抗腫瘍剤、代謝拮抗物質系抗腫瘍剤およびタキ
サン系抗腫瘍剤からなる群から選ばれる少なくとも一種の抗腫瘍剤と、ヒストンデアセチ
ラーゼ阻害剤とを組み合わせてなる抗腫瘍剤。
【請求項２】
　ヒストンデアセチラーゼ阻害剤が式（Ｉ）
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【化１】

で表される化合物、その還元体、類縁体、プロドラッグまたはその医薬として許容される
塩である請求項１に請求される抗腫瘍剤。
【請求項３】
　ＤＮＡに架橋を形成し抗腫瘍効果を示す抗腫瘍剤が白金化合物系抗腫瘍剤またはアルキ
ル化剤系抗腫瘍剤である請求項２に請求される抗腫瘍剤。
【請求項４】
　白金化合物系抗腫瘍剤がシスプラチンである請求項３に請求される抗腫瘍剤。
【請求項５】
　代謝拮抗物質系抗腫瘍剤が５－フルオロウラシルである請求項２に請求される抗腫瘍剤
。
【請求項６】
　タキサン系抗腫瘍剤が、パクリタキセルまたはドセタキセルの少なくとも一種である請
求項２に請求される抗腫瘍剤。
【請求項７】
　肺癌、悪性リンパ腫、消化器癌、乳癌、卵巣癌、筋骨格肉腫、膀胱癌、白血病、腎臓癌
または前立腺癌に対する抗腫瘍剤である、請求項１～６のいずれかに請求される抗腫瘍剤
。
【請求項８】
　ヒストンデアセチラーゼ阻害剤を有効成分として含有する、ＤＮＡに架橋を形成し抗腫
瘍効果を示す抗腫瘍剤、代謝拮抗物質系抗腫瘍剤およびタキサン系抗腫瘍剤からなる群か
ら選ばれる少なくとも一種の抗腫瘍剤の抗腫瘍効果増強剤。
【請求項９】
　ヒストンデアセチラーゼ阻害剤が式（Ｉ）
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【化２】

で表される化合物、その還元体、類縁体、プロドラッグまたはその医薬として許容される
塩である請求項８に請求される増強剤。
【請求項１０】
　ＤＮＡに架橋を形成し抗腫瘍効果を示す抗腫瘍剤が白金化合物系抗腫瘍剤またはアルキ
ル化剤系抗腫瘍剤である請求項９に請求される増強剤。
【請求項１１】
　白金化合物系抗腫瘍剤がシスプラチンである請求項１０に請求される増強剤。
【請求項１２】
　代謝拮抗物質系抗腫瘍剤が５－フルオロウラシルである請求項９に請求される増強剤。
【請求項１３】
　タキサン系抗腫瘍剤が、パクリタキセルまたはドセタキセルの少なくとも一種である請
求項９に請求される増強剤。
【請求項１４】
　肺癌、悪性リンパ腫、消化器癌、乳癌、卵巣癌、筋骨格肉腫、膀胱癌、白血病、腎臓癌
または前立腺癌に対する抗腫瘍効果増強剤である、請求項８～１３のいずれかに請求され
る増強剤。
【請求項１５】
　ＤＮＡに架橋を形成し抗腫瘍効果を示す抗腫瘍剤、代謝拮抗物質系抗腫瘍剤およびタキ
サン系抗腫瘍剤からなる群から選ばれる少なくとも一種の抗腫瘍剤を含む併用剤、および
該併用剤を抗腫瘍剤として使用することができるまたは使用すべきであることを記載した
該併用剤に関する記載物を含む、商業パッケージ。
【請求項１６】
　ヒストンデアセチラーゼ阻害剤を含有する製剤、および該製剤をＤＮＡに架橋を形成し
抗腫瘍効果を示す抗腫瘍剤、代謝拮抗物質系抗腫瘍剤およびタキサン系抗腫瘍剤からなる
群から選ばれる少なくとも一種の抗腫瘍剤の抗腫瘍効果を増強するために使用することが
できるまたは使用すべきであることを記載した該製剤に関する記載物を含む、商業パッケ
ージ。
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